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生 涯 学習 セ ンタ..__の設置 と学 習 ・文化 事業等 の
運 営 につ いて の0考 察
衣 笠 賢 二
〔抄録〕
本論文では,生 涯学習時代 というブームを背景に,ポ ス ト公民館の新たな施設とし
て設置 されている 厂生涯学習センター」について,厂劇場都市」 を宣言 した兵庫県伊
丹市を事例 として,建 設の構想段階から実際の運営状況にいたるまでを分析 した。
そ して,昨 今の国の生涯学習政策の動向をふまえ,あ るいはまた地方分権の視点か
ら地方公共団体における今後の生涯学習施設の整備の方向性について考察 した。
キ ー ワ ー ド:劇 場 都 市,生 涯 学 習 セ ン ター(ラ ス タ ホ ー ル),生 涯 学 習 施 設,地 方
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は じ め 卩に
伊丹市は昭和62年 に 「劇場都市」 を宣言 した。この劇場都市 は,「伊丹市芸術 ・文化振興基
の
金の設置,管 理および処分に関する条例」の前文に 『……21世 紀に向けて伊丹市が新文化都市
として文化のエネルギーが集散する施設を続々誕生させ,一 層の躍進を試みるこのときにあた




ハー ド行政は,俗 に言われるところのハコモノ行政 という批判を受けることがある。 しか
し,文 化へのニーズをふまえなが らハード面を適切に整備 してい くことは重要であ り,ま た文
化の創造に寄与する多 くの市民にとっても 「場」 としてのハード(建 物)が なければ,ソ フト
を成長させる大きな条件の欠落につながるのである。
伊丹市で昭和63年 度以降に設置された生涯学習関連施設は次に示す通 りである。
〈開館年月日〉 〈施設名〉 〈特 徴〉
昭和63年11月 演劇ホール ニューウェーブを主流 とした演劇の公演
平成元年11月 工芸センター 全国公募の伊丹クラフ ト展
平成2年4月 サンシティホール ガウディ風の尖塔,パ イプオルガンを設置
平成2年11月 こども文化科学館 プラネタリウム室,宇 宙について学べる展示室
平成2年11月 昆虫館 美 しい花の咲き乱れる植物園に種々の蝶が舞う
平成3年12月 音楽ホール 「地球音楽」シリーズで世界の民族音楽を紹介




1.生 涯学 習 セ ンタ ーの構想
21世紀に向けて地域社会は,高 齢化社会への移行,高 度情報化社会の到来,都 市の成熟化 と
いう経験 したことのない潮流を形づ くっている。特 に自由時間の増加にともなう余暇活動の増
























こうした状況にあって,[第1図]に 示すように伊丹市の南西部にある4小 学校区(南 小学
校 ・笹原小学校 ・摂陽小学校 ・昆陽里小学校)は,早 くか ら住宅地を主 とした土地利用を呈
し,そ の大半が住居専用地域に指定されるなど市街化の進展が著しく,伊 丹市 を代表する人口
集積地区となっていたのである。
そのためこの地域を対象に伊丹市南西部地域総合開発計画が策定され,土 地区画整理事業,
道路,公 園,下 水道整備などの生活環境施設の整備が計画されているが,都 市の成熟化にふさ
わしい豊かな快適さのあるまちづ くりに向けての施設整備が遅れてお り,地 域のもつ特性や個
性 を活かしたまちづ くりが課題となっていた。
こうしたまちづ くりを積極的に進めてい くために,各 小学校区ごとに設置された地域住民の
代表者を主体 とする住区会議で,住 民アンケート調査が昭和60年 には笹原小学校区,61年 には
南小学校区,63年 には昆陽里小学校区と隣接する鈴原小学校区で実施され,ま ちづ くりの課題
や住民ニーズの高い公共施設の設置などの把握が行 なわれたのである。
その結果,図 書館,ス ポーッ施設の整備が上位 を占めてお り,公 民館等の社会教育施設の整
備,ス ポーツ ・レクリェーション施設の整備,さ らには独居老人など地域での援助 を必要とす
る高齢者への施策に住民の熱い期待が寄せ られたのである。
また,昭 和63年6月 に実施された 「生涯学習に関する市民調査」によると,90.7%の 市民が
くの
生涯学習の必要性を感 じており,そ の傾向は特に南部地域(南 ・笹原 ・摂陽 ・鈴原 ・稲野およ
び伊丹小学校区の一部)が 顕著であった。学習内容の希望レベルについての設問にも,入 門よ
くヨコ
りやや程度の高いレベルを希望する数値が57.6%と 高 く,知 的で内容の高いものを志向する傾
向が明らかになったのである。
そこで昭和63年7月 には建設推進懇話会が設置(委 員19人)さ れ,9回 の審議 を経て原案 を
策定し,同 年12月 に市長に建議 したのである。この懇話会では,住 民意識 を把握し,住 民の生
活からの発想を尊重 しつつ討議を展開したことにより,地 域の暮らしの中で真に役立つ施設 ・
機能等の方向が示された。
①学習 ・文化 ・情報機能(公 民館機能)
公民館は地域 レベルのコミュニティ施設として,中 学校区単位での設置が望ましい。伊丹
市では中央公民館の他に,分 館的機能を果たしているセンターが東部,西 部,南 部,北 部に
各1カ 所ずつ設置されているが,本 地域内にも公民館分館の導入が望まれた。
②ライブラリー機能
現在,図 書館は市内中央部に本館が1カ 所,分 室が3カ 所設置されているが,本 地域 に図
書館施設はなく,本 館の利用も距離的に不便であった。このため住民意識調査でも図書館へ
のニーズは高 く,ま た書籍量の増大,文 化的活動志向の高まりの中にあって,図 書館機能の
もつ役割は読書需要への対応のみならず,情 報の提供,地 域独自の資料の保存,さ らには生





高齢化が進展する今日,老 人が集い,憩 える場づ くりが大 きな課題 となっている。市内に
は老人の集いの場 として,サ ンシティ計画に基づいた老人福祉セ ンター(サ ンシティホー
ル)が 平成2年 に開設されたが,本 地域からは距離的に不便であった。 もとより公民館機能
を十分に利用 してい くことが前提で,他 機能との複合化のなかで老人のニーズに対応 した施
設として,ま た地域福祉の核 としての機能の充実が望まれた。
④スポーッ(フ ィットネス)機 能
余暇時間の増大 とともに,健 康 ・スポーッ ・レクリェーション志向はとみに高まってい
る。 しか し,早 くから市街化 された本地域では,広 大な用地を必要 とする本格的なスポーッ
施設や運動広場の設置が困難なため,当 施設内に室内温水プールやアスレチ ックジムなどの
健康保持施設の導入が望まれた。
2.生 涯 学 習セ ン ターの運 営
伊丹市立生涯学習センター(以 下 「センター」 という)は,伊 丹市が市域の南西部にあたる
「南野」の地に建設 した地下1階 地上4階 建ての鉄筋コンクリー ト造 りの建物で
,平 成2年9
月に着工,平 成4年3月 に竣工 した。
センターの管理運営は,平 成4年2月12日 に設立 した 「財団法人伊丹市文化振興財団」に委
託 しているが,昭 和63年11月 オープンの市立演劇ホール(ア イホール)と 平成3年12月 にオー
プンした市立音楽ホール(ア イフォニ ックホール)も 合わせて管理運営を委託 している。
文化振興財団の組織は[第2図]に 示す通 りである。そのなかで常務理事は市教育委員会事
務局の生涯学習部長が,ま た事務局長はセンターの館長の兼務 となっている。総務担当は,セ
ンター,演 劇ホール,音 楽ホールの3施 設に係る経理事務を統括 している。
第2図 伊丹市文化振興財団組織図
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セ ンタ ー は学 習 ・文 化 ・情 報機 能,ラ イ ブ ラ リー機 能,デ イ サ ー ビス(老 人福 祉)機 能,ス
ポ ー ツ(フ ィ ッ トネ ス)機 能 をあ わせ た複 合 施 設 と して,幼 児 か ら高 齢 者 まで のあ ら ゆ る世代
の 人 が利 用 す る こ とに よ っ て,生 涯学 習 の 推 進 と世代 間の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの醸 成 お よび福
祉 の増 進 を 目的 と した,地 域 にお け る生 涯 学 習 の 中核 施 設 と して位 置 づ け られ て い る。
各機 能 ご との事 業 内容 につ い て は 以 下 の とお りで あ る。
① 学 習 ・文 化 ・情 報 機 能
く利 用 時 間 〉平 日(月,水 ～ 土 曜 日)9時 ～21時(開 館 時 間 は22時 まで)
日曜 ・祝 日9時 ～17時(〃17時30分 まで)
1階 … エ ン トラ ンス,ロ ビ ー,学 習 室
2階 … 多 目的 ホ ー ル,視 聴 覚 室,マ イ コ ン室,音 楽練 習 室,会 議 室
3階 … 創 作 室,調 理室,講 座 室,和 室,児 童 室
学 習 の 中 心 で あ る講座,研 修,会 議,セ ミナ ー の で きる講 座 室,会 議 室,学 習 室等 や講 演
会,演 奏 会 等 あ らゆ る行 事 の利 用 の た め に 舞 台機 能 を もつ約300人 収 容 で きる 多 目 的 ホ ー ル,
絵 画,版 画,工 芸 活 動 が で きる創 作 室,コ ー ラス,楽 器 演奏 の で きる音 楽 練 習 室,16台 の パ
ソ コ ン を備 え た マ イ コ ン室 等 を設 け,市 民 が い つ で も気 軽 に利 用 で きる 学 習 の 場 と な って
い る。
セ ンタ ーの 事 業 内 容 は,生 涯 学 習 お よ び 芸術 ・文 化 に関 す る イ ベ ン ト ・セ ミナ ー等 の開催
と,文 化 お よび生 涯 学 習 に関 す る情 報 ・資料 の 収 集 お よび提 供 で あ る 。
平 成7年 度 実 施 の 自主 事 業 は次 の とお りで あ る。
イベ ン トで は,文 化 フ ォー ラム(5月),ア ニ メ 主題 歌 コ ンサ ー ト(5月),子 ど もか ら大
人 まで気 軽 に楽 しめ る コ ンサ ー ト(6月,12月),浪 曲名 人 会(8月),人 形 劇(10月),体
育 の 日 フ ェ ス テ ィバ ル(10月),新 春 囲 碁 大 会(1月),ア ニ メ映 画 会 等(4月,5月,7
月,9月,1月,3月),展 示 関係 で は,能 面 の 世 界(4月),絵 画 展(6月),ピ ー ター ラ
ビ ッ ト原 書 展(7月),い け ば な展(9月),創 作 手 工芸 と着 物 展(10月),点 字 の 文 字 文 化
展(11月),新 春 い けば な展(1月)な どを 実施 した 。
講座 関係 で は,創 造 市 民 大 学(文 学,歴 史,心 理 学 等)7講 座,40回,市 民文 化 塾(英 会
話,茶 道,華 道,囲 碁,手 工 芸 等)26講 座,192回,ワ ー プ ロ講 座(初 級,中 級,WIN-
DOWS入 門,WINDOWS体 験 等)22講 座,91回,エ ア ロ ビク ス 講 座4講 座,40回,料 理 講
座(お け い こ,お かず ク ッキ ング,手 作 りお 菓 子 等)8講 座,240回 と ク リス マ ス ケ ー キ作
り1講 座,3回,夏 休 み子 ど も教 室(水 泳,ワ ー ク シ ョ ップ,シ ンク ロ ナ イズ ドス イ ミ ング
等)5講 座,28回 で,計73講 座 実 施 した 。
② ラ イ ブ ラ リ ー機 能(伊 丹 市 立 図書 館 南 分 館)
〈利 用 時 間 〉水 ～ 土 曜 日9時30分 ～19時
日 ・月 曜 日9時30分 ～17時
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1階 …閲覧室,一 般コーナー(12席),児 童コーナー(14席),こ どもお話室,
くつろぎのコーナー,AVル ーム(8席)
この図書館 は伊丹市立図書館の分館 として位置づけられ,本 館から派遣された市職員3人
と文化振興財団の職員3人 の計6人 で運営 されている。ここはコンピューターのオンライン
で本館と結ばれ,利 用者端末機により当館蔵書のほか本館の蔵書や新刊書等もす ぐに検索が
できるようになっている。また,約64,000冊 の蔵書[第1表]を 保管する図書閲覧室,各 種
ニューメディアによる視聴覚設備 としてAVラ イブラリー(ソ フ ト730本)[第2表]を 導入




















1,070 1,471 4,229 5,328 4,741 4,977 1,846 5,692 1,142 33,111 63,607
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第3表 南分館利用状況
m H5 H6 H7
利用者数(人) 240,757 206,638 175,641 177,611
利用登録者数(人) 5,506 3,241 3,781 4,535
(市内) 4,541 2,515 2,917 3,520
(市外) 965 726 864 1,015
貸出冊数(冊) 182,616 201,615 228,754 230,809
貸出者数(人) 53,481 57,063 64,981 66,495
AV利 用者数(人) 10,668 10,376 9,403 4,999
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③デイサービス機能(南 野デイサービスセンター)
〈利用時間〉水～日曜日9時 ～17時30分
3階 …食堂,厨 房,浴 室,特 浴室,相 談室
この老人デイサービス運営事業は,社 会福祉法人伊丹市社会福祉事業団(昭 和63年2月1
日設立)が 市から委託を受けて実施 してお り,社 会福祉事業団へ派遣 された市職員1人 と福
祉事業団職員2人,そ して臨時職員3人 の計6人 で運営 している。おおむね65歳以上の在宅
の虚弱老人および座位の保てる寝たきり老人を対象に,送 迎用 リフトバスを利用 して各家庭
からセンターまで送迎することにより,[第4表]の 日課に示す ように高齢者が日常生活に
欠かすことのできない入浴,給 食,日 常動作訓練等のサービスを提供 している。
そ して高齢者の生活 自立への助長,社 会的孤立感の解消,心 身機能の維持向上などを図
り,利 用者の家族に対 しては介護教室を開催 し,介 護知識や老人の心理的特性などの知識の
習得 をとおして,家 族の身体的,精 神的負担の軽減を図ろうとしている。




9:00 ミー テ ィ ン グ 利用者の確認
一 日のプログラムの確認
おしぼりの準備,入 浴の準備,レ ク ・行事の準備
9:05 送迎車出発 リフ トバス1台 で順次迎え
1便 の利用者 を出迎え
9:30 健康チェック 血圧,体 温,脈 拍および全身状態の観察(入 浴可否判定)
2便 の利用者を出迎 え
10:00 入浴(特 浴) リフト浴で座って入浴(特 浴担当者)
更衣(一 般浴担当者)
3便 の利用者を出迎え
11:00 集団リハビリ 日常動作訓練を兼ね週ごとに設定 したプログラムを実施
(レ ク リ ェー シ ョ ン)
歌体 操,集 団 レ ク リ ェ ー シ ョン,行 事
11:40 食事の準備,配 膳,介 助
11:45 食事 「全員でいただきます」
食事の下膳,食 事用エプロンの洗濯
13:00 音楽 リハビリ カラオケの準備,得 意の歌をみんなで合唱
(カ ラ オ ケ)
13:30
一般浴 待機者は談話,テ レビ,ビ デオ鑑賞
おやつ介助,お 茶介助,話 相手,行 事の準備
14 50 歌体操
15 00 送迎車出発 順次玄関まで見送り
16 30 ミー テ ィ ン グ
一 日の反省
,ケ ース記録,翌 日の利用者の把握
17 30 業務終了 後片付け
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第5表 市内デイサービスセンター利用状況 単位:人
対象区域 H4 H5 H6 H7
南 野 デ イサ ー ビス セ ン ター 南部 西部 2,118 3,398 3,613 3,614
サンシティ 〃(痴呆対象) 全市域 1,901 2,571 2,651 2,727
あそか苑 〃 中部 西部 1,335 2,631 3,049 3,119
中央 〃 中部 東部 一 2,972 3,513 3,347
荒牧 〃 北部 一 一 一 2,713
④フィットネス機能(フ ィットネス ラスタ)
〈利用時間〉月,水 ～土曜 日10時 ～21時30分
日曜 ・祝 日10時 ～17時
4階 …アスレチックジム,エ アロビクススタジオ,温 水プール,サ ウナ室,
ジャグジー,シ ャワールーム
このフィットネス事業は,株 式会社 ミズノウエルネスに委託 して実施しているもので,市
民の 日常的スポーッ活動の身近な施設 として,ま た健康保持施設 としての活用を図ってお
り,ミ ズノウエルネス社員12人 と臨時職員6人 の計18人 が変則勤務で運営 している。
プールは20mの 温水 プールで,内 面の一部は鏡張になっていて泳ぎながら音楽が聞こえる
音響システム(水 中スピーカー)を,ま たプール横 にはス トレス解消 としての効果のある
ジャグジーも設置している。
アスレチックジムには,健 康増進の目的から高齢者でも無理のない安全性の高い トレーニン
グマシンを設置し,専 任のインス トラクターによる利用者の年齢,体 力にあったメニューを作
成 して指導を行なっている。 トレーニングマシンの種類等は[第6表]に 示す通 りである。
このフィットネスラスタの利用形態は定期使用 と一時使用 とがあ り,使 用種別と使用料シ
ステムは[第7表]に 示す通りである。また,定 期使用申込み者の使用開始までの事務処理
は[第8表]に,オ リエンテーション.(説明会)の 流れは[第9表]に 示す通 りである。
第6表 主な トレーニングマシンの種類
・エ ア ロバ イ ク 7台 ・レ ッ グ カ ー ル ・ハ イ ドラ トー タ ル パ ワ ー
・エ ア ロ ク ラ イ ム 3台 ・レ ッ グエ クス テ ン シ ョ ン ・フ ラ ッ トベ ンチ
・エ ク サ ー ジ ョ グ 13台 ・バ イ セ ップ カ ー ル ・ダ ンベ ル セ ッ ト
・エ ク サ ー トラ ッ ク 3台 ・トラ イセ ッブ プ レス ・ロ ー マ ンベ ン チ
・コ ンビ3台 ・ロ ー タ リ ー チ ェ ス ト ・ス ト レ ッチ ト レ ー ナ ー
・エ ア ロ ボ ー ト 2台 ・ホ リ ゾ ン タル ロ ウ ・後屈台


































































;オ リエ ンテーション欠席 ・
健康診断書等未提出
期限(月 末)ま で
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第9表 オリエンテーションの流れ

























































































































































































































































運動は,エ クサージョグでの歩行運動,エ クサー トラックでの軽い走運動,エ アロバイク
での自転車こぎ等の有酸素運動を中心 に行なっている。健康づ くりには有酸素運動が よい理
由として,運 動レベルが低いことから安全性が高い,長 時間運動を続けることがで きる,,消
費エネルギーが多 くなる,脂 肪の消費が多 くなる,心 臓や血管に無理な刺激を与えない,全
身持久力が向上する等があげられる。
ジムでの トレーニングは次の6つ のコースに分かれており,利 用者が希望のコースを選択
するシステムになっている。
〈 コ ー ス 〉
A:健 康 づ く りコー ス(健 康 維 持 増 進 運 動)
(1)運 動 不 足,ス トレス解 消 コース
(2)体 力 補 強 コー ス
(3)シ ル バ ー コー ス
B:健 康 改 善 コー ス(運 動 療 法)
(4)シ ェ イプ ア ップ コー ス
(5)血 圧 が気 に な る コ ー ス










また,全 身 を伸 びや か にほ ぐす ス トレ ッチ体 操 や 音 楽 にの って 身 体 を動 か し,汗 を流 し,
心肺 機 能 を高 め る効 果 の あ るエ ア ロ ビ クス をお こ な うス タ ジ オ に は,音 楽 の 強弱 に あ わせ た
ボ デ ィ ソニ ック シ ス テム(体 感 音 響 床)や カ ラ ー ラ イ トシス テム も導 入 され て い る。 そ の他
ス ポ ー ツ ドク タ ー に よ る健 康診 断 の実 施 や,栄 養 教 室 等 健 康 づ く りの ため の教 室 を随 時 開催
して い る 。
サ ー ビス プ ロ グ ラム と して,ス タ ジ オ で は ス トレ ッチ 教 室 を週6回,リ ズ ム体 操 を週2
回,エ ア ロ ビ クス を週2回,ま た プ ー ル で は リズ ム 水 泳 を週2回(初 級,中 級),ス イ ミ ン
グ レ ッス ン と して 週4回(初 心 者 向 き他3種 類),ア ク ア ビ ク ス 週1回,ア ク ア コ ンデ ィ
シ ョニ ング週1回 実 施 して い る。 平 成8年7月 ～9月 まで の3カ 月 間 のサ ー ビス プ ロ グ ラム
は,[第10表]に 示 す 通 りで あ る 。
第10表 平成8年7月 ～9月 のサービスプログラム
曜 日 月 フK フC 金 土 日
時間1場 所 スタジオ プール スタジオ プール ス タジオ プ ー ル スタジオ ブール スタジオ ブール スタ ジ ブール
11:00
10:30 10:30 10:30
































お たの しみ クラス
※都合 により講師 あ変更 などもあります。
〈講 ササイズ〉鰺 攤 契・スン
ア クア コンデ ィショニング
水 中歩行
これら各フロアーにおいては,多 世代の年齢 ・体力に合わせた各種スポーッ教室,体 力づ
くり,啓 発イベ ントなどを開催するとともに,利 用者が各自のペースに応 じた体力づ くりが
行なえるように個人利用の場として提供 している。
フィットネスラスタの定期使用者の登録 ・利用状況の考察
ここでは平成4年5月 にオープンして以来,平 成8年3月 で4年 間が経過 したのをふまえ,
その間の定期使用者の登録状況と利用状況について考察する。
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定期 使 用 者 の登 録 状 況 は[第3図]に 示 す 通 りで あ る。
登 録 状 況 の 月 平 均 は,初 年 度 が900人 台 で あ っ た が,2年 目以 降 は1,000人 台 を維 持 して い
る。各 年 度 の登 録 最 多 人数 は,4年 度 が1,129人(2月),5年 度 が1,222人(11月),6年 度 が
1,194人(9月),7年 度 が1,150人(8月)と な って い る。 逆 に登 録 最 少 人数 は,4年 度 が425
人(5月),5年 度 が1,095人(2月),6年 度 が814人(2月),7年 度 が999人(4月)で あ
る。4年 度 の5月 はオ ー プ ン した最 初 の 月 で あ り,6年 度 の2月 は,1月17日(火)午 前5時
46分 に発 生 した マ グニ チ ュー ド7.2の 阪 神 ・淡 路 大 震 災 の影 響 に よ る もの で,7年 度 の4月 も
2月 の814人,3月 の867人,4月 の999人,5月 の1,011人 と震 災 後 徐 々 に増 加 して きて い る途
中段 階 の た め で あ る。 た だ,5年 度 と比 べ て7年 度 は月 平 均 に して 約100人 の減 少 と な っ てい
る。 こ の4年 間で は,最 多登 録 者 数,最 少 登 録 者 数,月 平 均 登 録 者 数 もす べ て5年 度 が 一 番 多















定 期 使 用 者 の年 代 別 構 成(全 体)は[第ll表]に 示 す 通 りで あ る。
初 年 度 は 目新 し さ もあ っ てか,10・20歳 代 が21.7%と 一番 多 く,以 下40歳 代 が21.4%,30歳
代 が19.9%,50歳 代 が18.7%の 順 に な っ てい る。 しか し,2年 目以 降 に は60歳 代 以 上 の 高齢 者
の増 加 が 著 し く,特 に60歳 代 は4年 度 の14.7%か ら7年 度 に は26.3%と 過去4年 間 で は最 多 の
数値 を示 して い る 。逆 に,30歳 代 ～40歳 代 の働 き盛 りの 年代 層 の 減 少 が 目立 ち,特 に30歳 代 は
4年 度 の19.9%か ら7年 度 は12.0%へ と7.9%も 減 少 して い る。
定期 使 用 者 の 年代 別 ・男 女 別 構 成 は[第12表][第13表]に 示 す 通 りで あ る。
年代 別 ・男 女 別 にみ る と,ま ず 男 性 は全 体 の 傾 向 と同 じ く60歳 代 以 上 の 高齢 者 の増 加 が 著 し
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く,60歳 代 で は4年 度 の16.8%か ら7年 度 の28.2%へ と11.4%,70歳 代 以 上 で は4年 度 の
3.8%か ら7年 度 の8.6%へ と4.8%と そ れ ぞ れ増 加 して い る。 ま た,全 体 と同 じ く30歳 代 の減
少 が 著 し く,4年 度 の24.0%か ら7年 度 に は13.3%ま で減 少 して い る。
一 方
,女 性 は全 体 と同様60歳 代 の増 加 が 著 し く,4年 度 の13.0%か ら7年 度 には24.9%へ と
11.9%も 増 加 して い る 。 た だ,明 らか に減 少 傾 向 を示 して い るの が40歳 代 と30歳 代 で,そ れ ぞ
れ6.4%と5.5%の 減 とな っ て い るが,男 性 の30歳 代 の10.7%ほ ど大 幅 な減少 は示 して い な い 。
第11表 定期使用者の年代別構成






































































































月平均の登録者は7年 度は5年 度と比べて約100人 の減少 となっているが,一 日の利用者を
みると年々増加 してお り,7年 度は282人 で4年 度の182人 より逆に100人 多 くなっている。登
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録 者 と して は5年 度 当 時 の 人 数 には 達 して い ない が,一 日の利 用 者 と して は着 実 に増 加 して お
り,こ れ は利 用 回数 の 増 加 に よ る もの で あ る。
定 期 使 用 者 の利 用 回数 は[第5図]に 示 す 通 りで あ る 。
月 平 均 利 用 回数 も初 年 度 の5.3回 か ら増 加 傾 向 に あ り,7年 度 に は6.7回 とな っ て6年 度 よ り
1回 も増 加 して い る。 ま た,最 多 利 用 回 数 は7年 度 は6月 の7.3回,最 少 は1月 の6.2回 とな っ
てい る 。 この6.2回 は,5年 度 の 最 多 利 用 回 数 月 で あ る7月 と同 じ数 値 で あ る。6年 度1月 の
2.5回,2月 の3.0回 は震 災 の 影 響 に よ る もの で,各 月 と も12日 しか 営 業 が で きな か っ た か らで
あ る。
定 期 使 用 者 の利 用 率 は[第6図]に 示 す 通 りで あ る。
月平 均 利 用 率 も20.4%,22.5%,24.3%,と 年 々 増 加 して お り,7年 度 に は26.4%と な っ て
い る。 月 別 利 用 率 の 最 多 月 は,初 年 度 の6月(25.4%)を 除 き,8月(23.9%,26.8%,
28.4%)に 記 録 して い る。 毎 月 の 利 用 率 は,初 年 度 の 最 初3か 月 間 は23%を 越 え(最 多
25.4%)て い た が,8月 か ら減 少 しは じめ て12月 に は16.2%ま で 落 ち込 ん だ 。 そ れ以 降 は10%
台 に な る こ とは な く,7年 度 で は最 少 が12月 の23.4%で あ っ た 。
定 期 使 用 者 に占 め る シ ルバ ー(満60歳 以 上)の 比 率 は[第7図]に 示 す 通 りで あ る 。
フ ィ ッ トネス ク ラブ とい え ば,一 般 に若 い人 の 体 力 づ く りや 筋 力 トレー ニ ング の場 と思 わ れ
が ち で あ り,オ ー プ ン当初 は一 般 の 占 め る比 率 が80%を 越 え て い た が,徐 々 に シ ルバ ー の 占 め
る率 が 増 加 し,8年 の2月 に は35.1%を 占 め る にい た って い る。 シル バ ー の 占 め る率 は,最 初
16%台 で あ った が1年 後(5年3月)に は20%台 に,そ の1年 後(6年3月)に は25%台 に,
そ して1年 後(7年2月)に は30%台(32.3%)に な り,8年2月 は35%台(35.1%)に な っ
た 。 ま た30%台 に なっ て か らは,7年8月 の29.8%を 除 けば1年 以 上30%台 を占 め て い る 。 こ
の29.8%と い う数 字 は,5年 度 の最 多 値(3月)の25.0%を は るか に越 える 数 字 で あ る 。
次 に[第5図]か ら シルバ ー の 月平 均 利 用 回数 をみ る と,初 年 度 か ら6.9回,7.7回,7.7回,
9.0回 と増 加 して お り,7年 度 で は全 体 の 平 均6.7回 よ り2.3回 も多 くな っ てい る。 最 多 利 用 回
数 は7年 度 は4月 と7月 の9.9回,最 少 は12月 の7.7回 で あ っ た。
[第6図]か ら シル バ ー の 月平 均 利 用 率 を み る と,最 多 値 は初 年 度 か らず っ と30%台 で あ る
が,4年 度 の30.7%(7月)と 比 べ て7年 度 で は39.5%(8月)と な って お り,約9%の 増 と
な っ て い る。 最 少値 は初 年 度 の24.3%か ら28.5%,29.2%と 増 加 し,7年 度 には32.3%(12























































































一 時 使 用 者 の推 移 は[第8図]に 示 す 通 りで あ る
。
年 間 の使 用 者 は,初 年 度 の3,953人 を最 高 に,2,640人,2,438人,1,877人 と年 々減 少 して い
る。 最 多 使 用 は4年 度 で は8月 の560人,7年 度 で は同 じ く8月 の218人 で,最 少 使 用 は4年 度
で は12月 の203人,7年 度 で は お な じ く12月 の69人 で,一 日平 均2.9人 は4年 間 で 最 少 で あ っ
た 。 ち な み に 一 日平 均 の最 多 は4年 度9月 の21.4人 で あ っ た。




各年度 とも一般(16歳 ～60歳 未満)の 午前(10時 ～12時 まで利用可)が50%を 占めている
が,顕 著なのは一般の全日(時 間の制限なし)の 減少傾向に比べて,シ ルバーの午前が増加傾
向にあることである。これは[第7表]に 示 したように,定 期使用の全 日(時 間の制限なし)
が月額使用料5,000円,定 期使用の平日(土 ・日・祝 日を除いた平 日の10時 ～17時30分 まで利
用可)が 月額使用料4,000円 となってお り,一 時使用の午前(10時 ～12時 まで利用可)だ と使
用料が500円 なので,定 期の全 日だと10回,定 期の平 日だと8回 分に相当することになり,そ
れならば午前中しか利用できなくても一時使用で申込んで,自 分の都合の良い時に利用するの
が得策だと考えたのかもしれない。
定期使用者の取消 し率は[第9図]に 示す通 りである。
ここでは民間のフィットネスクラブでは当然のことである入会金あるはい入会のための登録
料 などという料金 を徴収 していない。そのためか気軽に入会できる反面,簡 単 に取消 し(退





















































以上のことから,フ ィットネスラスタでは施設の規模からみると利用率が高 く,特 に高齢者
の利用頻度が高 くなっている。また,定 期使用者に占める高齢者の比率が年々高くなってきて




今後の課題としては,取 消 し率を低 くするために指導員のマナー,技 術 ・知識の向上により





お わ り に
生涯学習時代 とい うブームを背景 に,ポ ス ト公民館 の新 たな施設 として 「生涯学習セン
ター」が建設されている。その場合,実 態としては公共施設の複合化の推進や学校のリニュー
アルの際に,総 称 として 「生涯学習センター」 という名称が使われているのである。
公民館は,事 業を行なう専任の職員と公民館運営審議会を設置するように社会教育法で縛 ら
れてお り,同 様に図書館 も図書館法で,博 物館も博物館法で縛 られているが,生 涯学習セ ン
ターは法的根拠を持たない施設である。昨今はやりの 「規制緩和」 という言葉は,こ のような
「縛 り」から逃げられ,自 由になるという意味 を持っている。(す ごく耳 ざわ りのよい言葉で
ある。)
行政の各部局では各種の施設を所管 しているが,そ れらの施設は当然のことながらそれぞれ
独自の設置 目的をもっている。しかし,そ れらの施設の多 くは,実 際には各地域での学習施設
としても利用されていることが多い。けれども,そ れぞれ独自の設置目的をもっているがため
に利用には自ず と限界というものがある。その限界をなくし,施 設の多目的な利用 を促進 し,
利用範囲や利用時間を拡大して最大限の有効利用を図るために,各 施設を複合化して 「生涯学
習センター」 として位置づけようとするのである。
ところで最近,国 における生涯学習政策の動 きが急になってきている。平成7年9月22日 の
民間営利社会教育事業者に対する公民館の使用を認める法解釈 を示した 「文部省通知」(社 会
教育法における民間営利社会教育事業者に関する解釈について),同 年11月6日 のいわゆる生
涯学習振興法第6条 による承認基準の告示第1号,平 成8年4月12日 の 「広島県地域生涯学習
振興基本構想」に対する初めての文部大臣 ・通産大臣による承認,そ して同年4月24日 の生涯
学習審議会による2度 目の答申 「地域 における生涯学習機会の充実方策について」である。
この答申は,「地域社会の中で様々な学習機会を提供 している機関や施設の生涯学習機能の
くの
充実という視点から検討 を加 え」てお り,「機関や施設」として 「大学 をはじめとする高等教
育機関」「小 ・中 ・高等学校など初等申等教育の諸学校」「社会教育 ・文化 ・スポーッ施設」
お
「各省庁や企業の研究 ・研修のための施設」の四つに類型化 している。
その中の 「社会教育 ・文化 ・スポーツ施設」 についてみると,「社会教育 ・文化 ・スポーッ







また,平 成7年5月 の 「地方分権推進法」の制定で総理府に設置された地方分権推進委員会
は,平 成8年3月15日 の くらしづ くり部会中間報告 「くらしづ くりと自治の充実をめざして」
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のなかで,社 会教育に関して 「文化 ・生涯学習については,教 育委員会が所管するか,首 長部
くの
局が所管するかは,当 該自治体の主体的な判断に委ねる方向で,引 き続 き検討する」 と 「改革
の方向」を示 し,「留意点」 において 「a.文 化'・生涯学習分野における,教 育委員会の果た
すべ き役割をどのように考えるか。b.教 育委員会の機能は学校教育 に純化すべ きではないか
という意見があるが,こ れをどのように考えるか。また,教 育委員会の活性化の方策 をどのよ
うに考えればよいか。c.図 書館法,'博 物館法,社 会教育法については,法 制定当時 に比べて
社会経済情勢,国 民の意識,自 治体の意欲や取組みが変化していることを考え,法 律そのもの
ロゆ
の存 廃 に つ い て も検 討 す る必 要 が あ る ので は ない か 。」 と重 大 な点 を指 摘 して い る。
昭和21年7月 の文 部 次 官 通 牒 「公 民 館 の 設 置 運 営 につ い て」 か ら50年 をむ か え た公 民 館 は,
今 後 よ り高 度 な事 業 や情 報 化 等 に対 す る新 た な機 能 の 充 実等 を積 極 的 に推 進 して い くた め の施
設 運 営 は ど うあ るべ きか,地 域 社 会 にお け る生 涯 学 習社 会構築 の た め の生 涯 学 習 施 設 の整 備 は
ど うあ るべ きか,と い うこ とを合 わせ て当 該 自治 体 の 主体 的判 断 が試 され て い る時 期 で あ る。
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